







In the first year of university, most of the student in engineering study thermodynamics in chemistry. 
Despite of not learning partial derivatives, differentials are used to lead heat capacity in this section. 
For those who do not have knowledge of partial differentials, this paper suggests how to easy treatment 
the differentials like a transformation of multiplication and division.
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　大学の教養教育として初年次に配当されている化学では，内容の一部として熱力学を学ぶ．そこでは定容熱容

















であるから，（4）, （5）より  が導かれる．ここで定圧条件である  
を入れると，  となり，両辺をdTで割ることで，



















 （2）, （4）, （5）を用いてdHおよびdUを消去し，上記の３式を適用すると次のように導かれてくる．
　　  




　また，次のような質問を受けることもある．「  と  は等しいならば，（4）”と（9）の差になる
は何を意味するのか」である．この項は「内部圧」としての説明がなされてあるが，それだけの記
85化学熱力学における熱容量 CV および CP の導出に関する考察
述にとどまっている．ここにvan der Waalsの状態方程式との関連性を記しているものが少ない．（9）’において
「Pは理想気体の状態方程式であり，ここにvan der Waalsの実在気体の圧力である  が入り，  は 
 に相当する」と導けば，学習内容のつながりが図られるものと思われる．
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